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対応することができた. 現在, 韓国語版, HTML5 版を開発中である.本稿では本プロジェ
クト開始のきっかけから多言語化に至るまでの経緯, 運用を通じて得た留学生を含めた受
講生の声を紹介し, 情報倫理教育に eラーニングが有用であることを示す.











































































































































第 1 章 情報の中に生きる私たち (10 分)
第 2 章 個人情報 (15 分)
第 3 章 知的財産権 (10 分)
第 4 章 電子メール (20 分)
第 5 章 Web サイト (20 分)
第 6 章 コンピュータウイルス (20 分)
第 7 章 不正アクセスの防止 (15 分)
第 8 章 ファイル交換ソフト (10 分)
終章 ～エンディング～ (5 分)
総合テスト (10 分) 
図 2: コンテンツの構成．「総合テスト」は理解度を
客観的に判定するため受験の度に問題が変わる．
図 3: 危険度チェック (日本語) の例．
動画からなり，次のように進んでいく．
 危険度チェック (図 3):問題意識を持つための
クイズ
 身近な事例 (図 4):章の内容に対応したインシ
デントを身近なものとして認識できるような
事例をドラマ仕立てで紹介
 基礎知識を学ぼう (図 5):事例に関連した情報
倫理ならびにセキュリティの基礎事項の解説




 ミニクイズ (図 7):章全体の復習
本コンテンツはこれまで述べた内容の標準化に加
え，eラーニングの事実上の標準である SCORMに
図 4: 身近な事例 (中国語) の例．


















ンツを英語化 (2009 年度) ならびに中国語化 (2010
図 6: 群馬大学では (日本語) の例．
図 7: ミニクイズ (中国語) の例．







































5 「情報倫理 e ラーニング」コースの
評価
2009 年 4 月より新入生対象「情報処理入門」の
講義での利用が開始された．講義で利用する際は，
担当教員の補足を含め， 2 コマで全てが完了する
ていどとなっている．また， 同年 5 月より本コン
テンツを教職員を含む全学に公開した．
2010 年 10 月 より英語版を，2011 年 2 月 より

































This was really good learning.I came to know
about a lot of unknown topics about internet
and copyright .  
I think this is a very useful course, I received
many important information on how to pre-
vent and avoid cybercrimes. The English
speaker is very uent, and the text also very
helpful in following the course. Very good
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